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●人のうごき（７月１日現在）
9,401人（－3）
男4,709人（0）　女4,692人（－3）
出生3人　死亡7人　転入23人　転出22人
3,624世帯（+5）（　）内は前月比
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兵庫県加東市と災害時相互応援協定締結
本町が京都府の「移住促進特別区域」に指定
山本農林水産大臣・田村観光庁長官視察

●８月１日（火）からどなたでも利用できます
　これまで福祉バスとして町内を運行していたバスが、誰でも無料で利用可能な「町
営バス」に生まれ変わります。運行ルート、運行時間は今までと同じです。利用される
際は、バスの運転手に見えるように手を挙げてください。コミュニティバスも平日
（午前８時～午後６時）は町営バスとして運行します。

町営バス運行開始
どなたでも利用できます



　
７
月
６
日
（
木
）、
兵
庫
県

加
東
市
と
本
町
は
災
害
時
相
互

応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
、
近
年
の
大
規

模
災
害
の
発
生
を
受
け
、
府
県

内
の
行
政
や
防
災
関
係
機
関
の

み
で
は
、
住
民
の
生
命
・
財
産

の
保
護
活
動
を
十
分
に
行
え
な

い
事
態
に
備
え
、自
治
体
間
で
、

必
要
な
物
資
機
材
・
人
的
応
援

を
行
う
も
の
で
す
。

　
加
東
市
は
本
町
か
ら
西
に
直

線
で
約
90
㎞
の
位
置
に
あ
り
、

同
時
に
被
災
す
る
危
険
性
が
低

く
、
直
接
輸
送
が
可
能
で
す
。

　
ま
た
、「
日
本
緑
茶
発
祥
の

地
」
と
「
播
磨
や
し
ろ
茶
」
の

産
地
で
あ
る
「
お
茶
の
縁
」
も

あ
り
、
今
回
の
協
定
締
結
に
至

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
本
町
と
の
災

害
時
相
互
応
援
協
定
締
結
先
は

東
エ
リ
ア
の
岐
阜
県
池
田
町

と
、
本
町
に
隣
接
し
て
い
る
滋

賀
県
甲
賀
市
に
続
き
、
３
つ
目

と
な
り
ま
し
た
。

　
締
結
式
で
西
谷
町
長
は
「
住

民
の
生
命
・
財
産
は
も
と
よ
り
、

主
産
業
で
あ
る
お
茶
を
守
る
た

め
に
非
常
に
重
要
な
協
定
で
あ

る
。
災
害
時
に
は
東
、
西
、
近

隣
か
ら
と
幅
広
く
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、
非
常
に
心
強
い
。」
と
挨

拶
し
ま
し
た
。

　
加
東
市
の
安
田
市
長
は
「
有

事
の
際
は
地
域
間
の
助
け
合
い

が
必
要
で
、
普
段
か
ら
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
重
要
。

今
後
と
も
お
互
い
良
き
関
係
を

築
き
上
げ
、
両
市
町
の
安
心
・

安
全
に
寄
与
で
き
る
こ
と
を
願

う
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

︻
協
定
内
容
︼

①
食
料
、
飲
料
水
や
生
活
必
需

品
の
提
供
及
び
斡
旋

②
応
急
復
旧
等
に
必
要
な
資
機

材
の
提
供
及
び
斡
旋

③
援
助
、
救
援
活
動
に
必
要
な

車
両
等
の
提
供
及
び
斡
旋

④
救
急
及
び
応
急
措
置
に
必
要

な
職
員
の
派
遣

⑤
避
難
及
び
一
時
収
容
の
た
め

災
害
時
相
互
応
援
協
定

兵
庫
県
加
東
市
と
協
定
締
結

（
上
）握
手
を
交
わ
す
西
谷
町
長
と
安
田
市
長

（
左
）本
町
と
加
東
市
は
直
線
距
離
で
約
90
㎞

の
施
設
の
提
供

⑥
被
災
児
童
・
生
徒
等
の
一
時

受
け
入
れ

⑦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
調
整
等

⑧
Ｈ
Ｐ
の
代
理
掲
載
等
、
災
害

時
の
情
報
発
信
協
力

⑨
そ
の
他
特
に
要
請
が
あ
っ
た

事
項総

務
課
（
☎
８
８
︲
６
６
３

１
）

兵庫県加東市は…

〈人口〉40,334人　（平成29年5月末現在）
〈面積〉157.55㎢
〈市の木〉さくら　〈市の花〉コスモス
〈首長〉安田正義市長（H22.4.30 ～ /2期）
〈議会〉藤尾潔議長　〈定員〉16人
・酒造好適米「山田錦」
　の産地
・播磨やしろ茶を用い
　たうどんが有名
・市マスコットキャラ
　クター「加東伝の助」
　は加東市に釣り針を
　伝えた小寺彦兵衛さ
　んから来ている。

　７月13日（木）、一般社団法人安全・安心まちづく
りＩＣＴ推進機構（ＳＡＰＩＣ）（東京都）と府内初と
なる「防犯カメラを併設した自動販売機の設置及び管
理に関する協定書」を締結しました。
　防犯カメラと自動販売機は宇治田原分署に設置され、
犯罪の抑止等、防犯の効果が期待できます。

協
定
書
に
調
印
す
る
（
左
）
西
谷
町
長

（
右
）
後
藤
代
表
理
事

防犯カメラに関する
協定書を締結

　
第
42
回
宇
治
田
原
町
茶
品
評

会
が
６
月
23
日
（
金
）、
Ｊ
Ａ

京
都
や
ま
し
ろ
宇
治
田
原
町
支

店
で
開
か
れ
、
選
り
す
ぐ
ら
れ

た
新
茶
35
点
の
出
来
栄
え
が
競

わ
れ
ま
し
た
。

　
京
都
府
農
林
水
産
技
術
セ
ン

タ
ー
農
林
セ
ン
タ
ー
茶
業
研
究

所
の
澤
﨑
肇
所
長
を
審
査
長

に
、
茶
業
関
係
機
関
の
専
門
家

が
、
出
品
茶
一
つ
ひ
と
つ
の
外

観
（
茶
葉
の
形
状
・
色
つ
や
な

ど
）、
香
気
（
お
茶
の
香
り
）、

水
色
（
お
茶
の
色
）、滋
味
（
お

茶
の
味
な
ど
）、
か
ら
色
（
て

ん
茶
の
茶
が
ら
の
色
）
を
入
念

に
審
査
し
ま
し
た
。

　
澤
﨑
審
査
長
は
「
平
成
29
年

は
、
３
月
の
平
均
気
温
が
平
年

と
比
べ
て
低
く
、
本
年
の
一
番

茶
萌
芽
日
は
、
前
年
よ
り
８
日

遅
く
、
平
年
よ
り
２
日
遅
い
４

月
７
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
萌
芽
が
平
年
よ
り

遅
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
番
茶

摘
採
期
は
前
年
よ
り
10
日
遅

く
、
平
年
よ
り
５
日
遅
い
５
月

12
日
と
な
り
ま
し
た
（
茶
業
研

究
所
）。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
出
品
さ

れ
ま
し
た
玉
露
９
点
、
か
ぶ
せ

茶
10
点
、
て
ん
茶
13
点
、
煎
茶

３
点
は
、
生
産
者
皆
様
の
御
努

力
に
よ
り
、
外
観
、
内
質
と
も

に
優
れ
て
い
ま
し
た
。」
と
講

評
し
ま
し
た
。

　第
42
回
宇
治
田
原
町
茶
品
評
会

　
　
　か
ぶ
せ
茶
の
部
最
優
秀
賞=

勝
谷
健
士
さ
ん
（
禅
定
寺
）

　
　
　玉
露
の
部
最
優
秀
賞=

下
岡
清
富
さ
ん
（
立
川
）

産
業
観
光
課
（
☎
８
８
‐
６
６
３
８
）

　
各
部
門
の
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
（
敬
称
略
）

▼
か
ぶ
せ
茶
の
部

▽
最
優
秀
賞
＝
勝
谷
健
士

（
２
０
０
点
）
▽
優
秀
賞
＝

下
岡
清
富
（
１
９
９
点
）
▽

優
良
賞
＝
奥
谷
輝
夫
（
１
９

８
点
）
▽
佳
良
賞
＝
森
口
雅

至
（
１
９
６
点
）
▽
佳
良
相

当
＝
下
岡
京
子（
１
９
４
点
）

▼
玉
露
の
部

▽
最
優
秀
賞
＝
下
岡
清
富

（
２
０
０
点
）
▽
優
秀
賞
＝

並
木
秀
和
（
１
９
９
点
）
▽

優
良
賞
＝
並
木
泰
義
（
１
９

７
点
）
▽
佳
良
相
当
＝
並
木

美
樹
（
１
９
２
点
）
▽
佳
良

相
当
＝
並
木
秀
樹
（
１
９
１

点
）

▼
て
ん
茶
の
部

▽
優
秀
賞
＝
並
木
秀
和
（
２

０
０
点
）
▽
優
良
賞
＝
並
木

泰
義
（
１
９
９
点
）
▽
優
良

相
当
＝
並
木
秀
樹
（
１
９
８

点
）
▽
佳
良
賞
＝
新
井
章
弘

（
１
９
５
点
）
▽
佳
良
相
当

＝
並
木
美
樹
（
１
９
３
点
）

▽
佳
良
相
当
＝
新
井
彌
平

（
１
９
１
点
）
▽
佳
良
相
当

＝
新
井
映
里
（
１
９
０
点
）

▼
煎
茶
の
部

▽
優
秀
賞
＝
森
田
芳
紀
（
２

０
０
点
）
▽
優
良
賞
＝
下
岡

清
富
（
１
９
８
点
）

※
「
相
当
」
と
あ
る
の
は
、「
同

一
生
産
農
家
で
同
種
類
の
茶
が

２
点
以
上
入
賞
し
た
場
合
に
、

上
位
１
点
に
限
定
す
る
」
と
い

う
開
催
要
領
に
基
づ
く
も
の

●
加東市 ●

宇治田原町

加東伝の助

こちら消防分署 宇治田原分署　☎88－5500

VOL.5

　暑くなったこの季節、帰省・行楽等で外出する際の火気取扱い
には十分注意してください。

　近年、地域のお祭りなどで一般の方が、露店商と同様の火気器
具や発電機（ガソリン等の液体燃料を使用）を使用する機会が多
くなっています。
　平成25年に発生した福知
山市花火大会での爆発火災を
契機として、火気等を使用す
る場合は、「火気等を使用す
る露店等の開設届出書」の提
出が必要です。

火の用心 ことばを形に 習慣に

イベントで火気を使用する場合は必ず届出を

夏の火災防止運動実施中（１日～７日）
がんばってます！消防団 Fire Busters 総務課 ☎88－6631

新庁舎建設事業に向けて

建設予定地の土地利用・配置計画

　
町
と
消
防
団
で
は
、「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で

守
る
」こ
と
の
大
切
さ
や
、身
近
に
あ
る
火
気
の
危
険
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
、
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

内
容
　
防
火
標
語
「
火
の
用
心 

こ
と
ば
を
形
に 

習
慣
に
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
図
案

対
象
　
町
内
在
住
小
学
生
（
４
年
生
以
上
）・
中
学
生

募
集
方
法
　
①
学
校
名
②
学
年
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④

性
別
を
記
入
の
う
え
、
８
月
29
日
（
火
）
ま
で
に
小
中
学
校

を
通
じ
応
募
く
だ
さ
い
。（
町
外
の
学
校
に
通
学
し
て
い
る

方
は
、
役
場
総
務
課
へ
）

備
考

・  

応
募
は
１
人
１
点
と
し
、
ポ
ス
タ
ー
に
は
防
火
標
語
を
記

載
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・  

応
募
作
品
は
審
査
を
経
て
、
全
日
本
消
防
人
共
済
会
主
催

の
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
し
ま
す
。

第
９
回

防
火
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

第８回町コンクール最優秀賞・
全日本消防人共済会主催コン
クール佳作作品
= 維孝館中学校 西出彩乃さん

作品
募集

　
町
で
は
、
平
成
32
年
度
の
供
用
開
始

を
目
標
に
、
宇
治
田
原
山
手
線
と
町
道

南
北
線
の
北
東
の
角
地
を
予
定
地
と
し

て
、
新
庁
舎
建
設
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
今
回
は
、
建
設
予
定
地
内
の
土
地
利

用
・
配
置
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

ご
報
告
し
ま
す
。

　
「
宇
治
田
原
町
新
庁
舎
建
設
基
本
計

画
」
で
は
、
新
庁
舎
整
備
に
は
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
や
防
災
対
策
を
け
ん
引
す

る
役
割
が
あ
る
と
し
て
、
家
族
が
気
軽

に
集
え
、
防
災
機
能
も
有
す
る
都
市
公

園
を
併
設
さ
せ
て
、
一
体
的
に
整
備
を

進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
庁
舎
部
分
と
都
市
公
園
部
分
の
配
置

は
、
次
の
３
点
を
考
慮
し
て
、
町
道
南

北
線
側
に
庁
舎
を
、
町
道
通
峰
線
側
に

都
市
公
園
を
配
置
す
る
方
向
で
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

①
町
道
南
北
線
、
宇
治
田
原
山
手
線
、

連
絡
道
路
の
３
方
向
か
ら
庁
舎
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
可
能
で
利
便
性
に
優
れ
て
い

る
。

②
町
道
南
北
線
と
町
道
通
峰
線
の
道
路

高
低
差
は
約
10
ｍ
あ
り
、
通
峰
線
側
ほ

ど
基
礎
杭
が
短
く
て
済
む
一
方
で
、
大

規
模
な
擁
壁
を
設
け
る
必
要
が
あ
り
、

杭
と
擁
壁
の
工
事
費
用
の
比
較
で
庁
舎

を
南
北
線
側
に
す
る
方
が
経
済
的
に
有

利
で
あ
る
。

③
町
道
南
北
線
側
の
方
が
、
宇
治
田
原

山
手
線
と
庁
舎
敷
地
の
高
低
差
が
少
な

く
、敷
地
を
有
効
に
活
用
で
き
、新
庁
舎

が
新
市
街
地
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
な
る
。

　
今
後
は
、
こ
の
土
地
利
用
・
配
置
計

画
に
基
づ
き
、
具
体
的
な
執
務
ス
ペ
ー

ス
や
住
民
参
加
・
協
働
ス
ペ
ー
ス
等
の

施
設
配
置
に
つ
い
て
案
を
作
成
し
、
ま

た
、
都
市
公
園
に
つ
い
て
も
ゾ
ー
ニ
ン

グ
イ
メ
ー
ジ
図
や
施
設
配
置
に
つ
い
て

案
を
作
成
し
、
住
民
の
方
々
の
ご
意
見

を
お
聞
き
す
る
場
を
設
け
て
い
き
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
課
（
☎
８
８
︲

６
６
１
６
）



地
域
で
は

◎ 

地
域
の
空
家
や
耕
作
放
棄
地

解
消
の
ほ
か
、
地
域
の
担
い

手
と
な
る
人
材
に
よ
る
地
域

活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

◎ 

移
住
者
の
受
入
活
動
に
対
す

る
支
援
が
受
け
ら
れ
る
。

宇
治
田
原
町
が

京
都
府
の「
移
住
促
進
特
別
区
域
」に

　
　
　
　
　
　
　指
定
さ
れ
ま
し
た

　
田
原
地
区
・
宇
治
田
原
地
区

の
２
地
区
が
、６
月
30
日（
金
）

に
「
京
都
府
移
住
の
促
進
の
た

め
の
空
家
及
び
耕
作
放
棄
地

等
活
用
条
例
」（
移
住
促
進
条

例
）
に
基
づ
く
移
住
促
進
特
別

区
域
の
指
定
を
受
け
、
空
家
と

移
住
希
望
者
に
は

◎ 

空
家
バ
ン
ク
等
登
録
空
家
、

農
地
の
活
用
に
つ
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
制
度
を
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

○ 

町
内
の
空
家
の
実
態
調
査
、

所
有
者
意
向
調
査
を
経
て
、

今
年
３
月
に
町
内
の
空
家
所

有
者
と
移
住
者
の
マ
ッ
チ
ン

グ
制
度
「
宇
治
田
原
空
家
バ

ン
ク
」
の
構
築
・
運
用
開
始

○ 

４
月
か
ら
、
住
宅
を
取
得
す

る
移
住
者
へ
の
奨
励
金（「
ハ
ー

ト
の
ま
ち
」
移
住
定
住
奨
励

金
）
の
ほ
か
、
移
住
定
住
す

る
正
社
員
を
新
た
に
雇
用
し

た
事
業
者
へ
の
支
援
等
、
町

独
自
の
支
援
を
新
た
に
開
始

○ 

移
住
促
進
条
例
に
基
づ
く
特

別
区
域
指
定
に
向
け
た
手
続

き
を
進
め
、
６
月
30
日
に
府

か
ら
指
定
（
※
）

　 

※ 

農
地
を
一
体
的
に
活
用
で

き
る
地
域
（
銘
城
台
、
緑

苑
坂
を
除
く
町
内
全
域
）

を
２
地
区
に
分
け
指
定

自然豊かなまちでくらしてみませんか

特
別
区
域
指
定
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト

～健康は歯から～ ●まずはお電話でご予約を●

△火曜　午前9:00～12:00・午後2:00～7:00

中川歯科医院
8

歯 は

8-5
ご　予　約

489銘城台10-5

診療時間 月

午前 9：30～12：30 ○

午後 3：00～8：00 ○

火

△

△

水

○

－ ○

○

木 金

○

○ －

○

土 日／祝

－

－

衛生士・助手
▶雇用形態
正社員・アルバイト
＊初心者・新卒の方
　大歓迎

急募

　
京
都
人
権
啓
発
会
議
で

は
、
８
月
を
人
権
強
調
月
間

と
定
め
て
い
ま
す
。

　
町
で
も
「
命
の
大
切
さ
」

や
「
人
権
の
大
切
さ
」
を
身

近
に
感
じ
、
考
え
て
も
ら
お

う
と
、
街
頭
啓
発
を
行
い
ま

す
。

日
時
　
８
月
７
日
（
月
）
午

後
４
時
30
分
〜

場
所
　
サ
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
・

ド
ラ
ッ
グ
ユ
タ
カ
・
フ
レ
ン

ド
マ
ー
ト
各
店
の
駐
車
場

　
７
月
10
日
（
月
）、
西
谷

町
長
か
ら
谷
川
利
明
さ
ん

に
、
法
務
大
臣
か
ら
の
人
権

擁
護
委
員
の
委
嘱
状
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
29
年
７
月
１

日
か
ら
平
成
32
年
６
月
30
日

ま
で
の
３
年
。

８月は

人
権
強
調
月
間

　
谷
川
委
員
は
平
成
17
年
か

ら
人
権
擁
護
委
員
を
務
め
、

今
回
の
再
任
で
５
期
目

　
な
お
、
人
権
擁
護
委
員
は

次
の
皆
さ
ん
（
順
不
同
）

・
潮
見
　
博
司
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（
郷
之
口
）

・
谷
川
　
利
明
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（
奥
山
田
）

・
髙
田
美
智
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（
岩
　
山
）

・
矢
野
登
代
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　（
　
南
　
）

税
住
民
課
☎
８
８
︲
６
６

３
４

西谷町長から委嘱状が手渡される

人
権
擁
護
委
員
に
再
任

谷
川
利
明
さ
ん
︵
奥
山
田
︶

日　時　８月20日日
　　　　午後７時～午後10時
場　所　長福寺（湯屋谷上西谷９）
　　　　 湯屋谷会館周辺に
　　　　臨時駐車場あり

未
来
を
と
も
す

　や
ん
た
ん
灯
り
ま
つ
り

農
地
を
活
用
し
た
移
住
定
住
促

進
の
取
り
組
み
を
開
始
。

　
町
で
は
、
こ
れ
ら
地
域
と
一

体
と
な
っ
た
移
住
定
住
へ
の
支

援
と
、「
ハ
ー
ト
の
ま
ち
」
移
住

定
住
奨
励
金
を
は
じ
め
と
す
る

町
独
自
施
策
に
よ
り
、
ま
ち
の

基
本
的
な
指
針
「
第
５
次
ま
ち

づ
く
り
総
合
計
画
」や「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

で
目
標
に
す
る
地
域
創
生
と
将

来
人
口
に
向
け
進
め
ま
す
。

　日本遺産・湯屋谷の伝統行
事「灯籠張り」が、新しい灯
りとコラボレーション！
　「灯籠張り」は、野菜でか
たどった干支を灯籠に飾り付
け、長福寺へ奉納する江戸時
代から続くお祭りです。昨年
から会場周辺に行灯をずらり
と並べ幻想的な雰囲気に。盆
踊りや夜店も出て夏の夜を彩
ります。
　今年は行灯も増えてパワー
アップ。ぜひ浴衣でお出かけ
を！

産業観光課☎88―6638

インターネット投票は11月10日（金）まで
（スマホなどからも投票可）

※ 投票方法は・・・
ゆるキャラ ® グランプ
リ公式サイト　
（http://www.yurugp.
jp/）または、
以下ＱＲコードから
アクセス可

企画財政課☎88 ー 6632

ゆるキャラ®グランプリ2017に
「茶ッピー」が出場

皆さんの投票を
待ってるっチャ！

空
家
等
を
活
用
し
た
移
住
・

定
住
支
援
の
こ
れ
ま
で

［新しく開始した支援制度］
支援スキーム 内　　　　　　容 対　　　象 支援上限額

① 地域受入体制整備促
進事業

府条例に基づく区域内の地域団体が行う移
住者受入活動を支援

移住促進特別区域認定
地域（団体） 50万円

② 移住促進住宅整備事
業

移住者が「登録空家」を取得・賃借し居住
する住宅の改修等への支援 登録空家への移住者 180万円

③ 空家流動化促進事業 所有者が登録空家を移住者に売却・賃貸す
る際の家財撤去を支援 登録空家の所有者 10万円

④ 移住者金利負担軽減
事業

登録空家、登録農地の取得改修のため、各
金融機関の融資制度を活用する移住者の金
利負担を軽減

登録空家への移住者 平均融資残高×0.5％

⑤ きょう住（ずまい）
応援金事業

登録空家に対する府外からの移住を奨励す
る応援金（※町奨励金と同額を府が補助）

府外からの登録空家へ
の移住者

25万円
（町奨励金と同額）

⑥ 移住支援金事業 首都圏からの移住者に対し、移住に伴う移
転経費を支援

登録空家への首都圏か
らの移住者 10万円

⑦ 不動産取得税の軽減 登録空家（家屋・土地）・登録農地を取得
した移住者への税の軽減

登録空家・農地の取得
（移住）者

税率1/2
（3% →1.5%）

⑧ 耕作放棄地再生・営
農条件整備支援事業

耕作放棄地の再生利用とそのための簡易な
基盤整備を行う際に要する経費を支援

耕作放棄地（農振農用
地）を活用する農業者

再生、改良、基盤整
備内容により異なる

・ 　①～④：企画財政課☎88-6632　⑤～⑦：京都府山城広域振興局地域づくり推進室☎21-2186
　　　　⑧：産業観光課☎88-6638

社協通信

 Welfare

福祉
　
お
年
寄
り
や
障
が
い
の
あ
る

方
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も

と
そ
の
親
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
医

療
保
険
各
法
に
よ
る
自
己
負
担

分
を
助
成
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

① 

老
人
医
療
＝
65
歳
以
上
70
歳

未
満
の
方
（
所
得
等
制
限
あ

り
）

② 

重
度
心
身
障
が
い
児
︵
者
︶

医
療
＝
65
歳
未
満
で
重
度
の

障
が
い
（
身
体
障
害
者
手
帳

１
〜
３
級
も
し
く
は
療
育
手

帳
Ａ
又
は
Ｂ
１
相
当
）
の
方

③ 

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
＝
満
18

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
間
の
子

ど
も
及
び
そ
の
親

④ 

重
度
心
身
障
が
い
老
人
健
康

管
理
事
業
＝
65
歳
以
上
で
重

度
の
障
が
い
（
身
体
障
害
者

手
帳
１
〜
３
級
も
し
く
は
療

育
手
帳
Ａ
又
は
Ｂ
１
相
当
）

の
方

　
町
の
国
民
健
康
保
険
に
継
続

し
て
ご
加
入
の
40
歳
以
上
の
方

に
は
、
受
診
券
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

　
ま
だ
お
済
み
で
な
い
方
は
、

指
定
の
医
療
機
関
で
９
月
末
ま

で
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
　
無
料

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
ご

加
入
の
方
で
ま
だ
、
健
診
が
お

済
み
で
な
い
方
は
、
役
場
で
事

前
申
込
み
（
電
話
連
絡
可
）
後
、

配
布
さ
れ
た
受
診
票
と
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を
持
っ

て
、
指
定
の
医
療
機
関
で
お
早

め
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
　
無
料

　
国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
方
が
、
所
得

審
査
に
よ
り
承
認
さ
れ
る
と
、

保
険
料
を
免
除
ま
た
は
納
付
猶

予
さ
れ
ま
す
。

申
請
受
付
　
29
年
度
分
（
29
年

７
月
〜
30
年
６
月
）
の
受
付
を

開
始
し
て
い
ま
す
。
申
請
を
し

て
い
な
い
と
障
害
年
金
や
遺
族

年
金
を
受
給
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

必
要
な
も
の
　
○
印
鑑
（
本
人

自
署
の
場
合
は
不
要
）
○
28
年

１
月
１
日
以
降
に
失
業
し
た
方

は
、
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職

票
か
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

の
写
し

介
護
医
療
課
（
☎
８
８
︲
６

６
１
０
）

　
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る

の
に
必
要
な
期
間
（
受
給
資
格

期
間
）
が
、
25
年
か
ら
10
年
に

短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
新
た
に
対
象
と
な
る
方
へ

は
、
黄
色
い
封
筒
を
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
し
て
い
ま
す
。

黄
色
い
封
筒
が
届
い
た
方
で
、

申
請
が
ま
だ
の
方
は
、
ね
ん
き

ん
ダ
イ
ヤ
ル
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

日
本
年
金
機
構
・
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
（
☎
０
５
７
０
︲
０

５
︲
１
１
６
５
）・
介
護
医
療

課
（
☎
８
８
︲
６
６
１
０
）

　
ひ
と
り
親
家
庭
や
障
が
い
の

あ
る
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
を

対
象
と
し
た
扶
養
手
当
支
給
制

度
が
あ
り
ま
す
。
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
場
合
は
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

※
所
得
制
限
等
要
件
あ
り

︻
児
童
扶
養
手
当
︼

　
ひ
と
り
親
家
庭
、も
し
く
は
、

父
親
か
母
親
が
重
度
障
が
い
の

状
態
に
あ
る
家
庭
等
で
、
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給

︻
特
別
児
童
扶
養
手
当
︼

　
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手
帳

１
〜
３
級
お
よ
び
４
級
の
一

部
、
ま
た
は
療
育
手
帳
Ａ
お
よ

び
Ｂ
の
一
部
に
該
当
し
障
が
い

の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
在

宅
で
養
育
・
介
護
し
て
い
る
父

母
等
に
支
給

　
現
在
、
児
童
扶
養
手
当
・
特

別
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い

る
方
は
、
１
年
に
一
度
、
現
況

届
（
所
得
状
況
届
）
の
提
出
が

必
要
で
す
。

　
受
給
者
の
方
に
お
送
り
し
て

い
る
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
次
の
期
間
中
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
さ
れ
な

い
場
合
は
手
当
の
支
給
が
止
ま

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

提
出
受
付
期
間

児
童
扶
養
手
当 

８
月
１
日

（
火
）
〜
31
日
（
木
）

特
別
児
童
扶
養
手
当 

８
月
10

日
（
木
）
〜
９
月
11
日
（
月
）

保
健
セ
ン
タ
ー
（
健
康
児
童

課
・
☎
８
８
︲
６
６
３
６
）

福
祉
医
療
制
度

町
国
保
40
歳
以
上
の
特
定
健

診
受
診
は
９
月
末
ま
で
に

国
民
年
金
　
保
険
料
免
除
・

若
年
者
納
付
猶
予

75
歳
以
上
の
方
の
健
診
も

９
月
末
ま
で
に
受
診
を

年
金
請
求
を
お
忘
れ
な
く

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童

扶
養
手
当
制
度

現
況
届
・
所
得
状
況
届
の
提
出

母
子
家
庭
人
間
ド
ッ
ク

自
己
負
担
限
度
額
と
は

　
ひ
と
月
に
支
払
っ
た
医
療
費
が
高
額
に
な
り
、
窓
口
で
支

払
わ
れ
た
額
が
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
申
請
す
る
こ
と
に

よ
り
、
限
度
額
を
超
え
た
分
が
「
高
額
療
養
費
」
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

※ 

過
去
12
か
月
以
内
に
３
回
以
上
、
上
限
額
に
達
し
た
場
合

は
、
４
回
目
か
ら
「
多
数
回
」
該
当
と
な
り
、
上
限
額
が

下
が
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険

『
70
歳
以
上
の
人
の
自
己
負
担
限
度
額
の
見
直
し
』

自己負担額の変更

適
用
区
分

外来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯ごと）

一
定
以
上
　
　

所
得
が
あ
る
方

57,600円

80,100円＋医療費
が267,000円を超え
た場合は超えた分の
1％を加算

（多数回44,400円）
※

一
般

14,000円
年間上限

144,000円

57,600円
（多数回44,400円） ※

住
民
税
非
課
税

区
分
Ⅱ

8,000円

24,600円

区
分
Ⅰ

15,000円

適
用
区
分

外来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯ごと）

一
定
以
上
　
　

所
得
が
あ
る
方

44,400円

80,100円＋医療費
が267,000円を超え
た場合は超えた分の
1％を加算

（多数回44,400円）
※

一
般 12,000円  44,400 円

住
民
税
非
課
税

区
分
Ⅱ

8,000円

24,600円

区
分
Ⅰ

15,000円 

扌

わかば会のつどい

・ 社会福祉協議会☎88－3294／FAX88－4094

～一人暮らし高齢者の会～

日　時　９月20日氺　午前10時～午後４時ごろ
内　容　お茶の京都博！ミステリーツアー
　　　　～工場見学・ドライブ・ランチ・買い物～

会　費　2,000円（当日徴収）

申　込　９月11日⺼までに社協へ連絡してください。

※ 会員も随時募集中� 65歳以上の一人暮らしの方な
ら、どなたでも入会できます。年間３～４回のレク
リエーションがあります。みんなで楽しく交流しま
しょう！

　
母
子
家
庭
の
母
親
の
健
康
管

理
の
一
助
と
し
て
、
無
料
で
半

日
人
間
ド
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

対
象
　
府
内（
京
都
市
を
除
く
）

に
居
住
し
、
平
成
29
年
4
月
1

日
時
点
で
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
し
て
お
り
、
か
つ
満
30
歳
以

上
65
歳
未
満
の
母
親
（
昨
年
受

診
し
て
い
な
い
者
に
限
る
）

実
施
期
間
　
12
月
〜
平
成
30
年

3
月
の
平
日
の
午
前
中

実
施
場
所
　
京
都
第
一
赤
十
字

病
院
健
診
セ
ン
タ
ー

申
込
期
限
　

9
月
１
日
（
金
）

申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
に

備
え
て
い
る
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
82
円
切
手

を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
あ
て

名
明
記
）
を
添
え
て
申
込
み

　
申
込
み
が
定
員
を
上
回
っ
た

場
合
は
、
受
診
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

山
城
北
保
健
所
綴
喜
分
室

（
☎
６
３
︲
５
７
４
５
）・
健

康
児
童
課
（
☎
８
８
︲
６
６
３

６
）

介
護
医
療
課
（
☎
８
８
︲
６
６
１
０
）



子育て支援
センター事業

8月

親子で一緒にあそんだり、育児の情報交換の場「地域子育て支援センター」
お気軽にお越しください。
開設日時▶平日午前９：00～午後４：30
子育てに関する相談も受け付けています。

　対 象 者
 ・ネンネ広場
　妊婦さんから７ヶ月くらいまでの親子

 ・ヨチヨチ広場
　８ヶ月から１才半くらいまでの親子

 ・妊婦さん広場　妊婦さん及び今後出産を希望される方

健康のお便り
Health　center 今月の

保健・予防案内

一般・乳幼児健康相談　 　［対象］全年齢
　９日㊌　午前９時30分～11時30分
離乳食教室　 　［対象］4か月～7か月児と保護者
　18日㊎　午前10時～正午
幼児健康診査　［対象］生後１歳６か月～９か月
　21日㊊　午後０時50分～１時30分受付
２歳児歯科健診　［対象］生後２歳４か月～８か月
　25日㊎　午後０時50分～１時30分受付
乳幼児身体計測　 　［対象］小学校就学前まで
　21日㊊、25㊎　午後２時30分～３時
BCG　［対象］５か月～１歳未満
　30日㊌　午後１時15分～２時受付

　　　　　　　上記はいずれも保健センター
　　　　　　　 ＝要予約

　夏は食中毒が発生しやすい季節です。家庭で簡単にできる食中毒予防の6つのポイント
を紹介します。実践して健康的な夏を過ごしましょう。

今月の
元気はつらつ！若返り塾

･ 保健センター ☎88－6636

場　　　所 日 時間
おやじエクササイズ
（総合文化センター） ４日㊎、18日㊎ 午前

高 尾 公 民 館 29日㊋ 午後
郷 之 口 会 館 24日㊍ 午後
銘 城 台 自 治 会 館 25日㊎ 午前
荒木（やすらぎ荘） 25日㊎ 午後
南 公 民 館 31日㊍ 午後
岩 山 会 館 ２日㊌ 午前
緑 苑 坂 自 治 会 館 30日㊌ 午前
禅 定 寺 会 館 29日㊋ 午前
立 川 公 民 館 ３日㊍ 午後
湯 屋 谷 会 館 22日㊋ 午前
奥 山 田 会 館 22日㊋ 午後
※午前＝午前10時～正午、午後＝午後２時～４時

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

事業名 ネンネ広場
10:00～11:30
子育て支援センター

ベビーマッサージ

おでかけ広場
10:00～正午
緑苑坂自治会館

水遊び

妊婦さん広場
10:00～11:30
子育て支援センター

交流会

時間
場所

内容

6 7 8 9 10 11 12

あそびの広場
10:00～11:30
子育て支援センター

わらべうた

ヨチヨチ広場
10:00～11:30
子育て支援センター

水遊び

おでかけ広場
10:00～正午
荒木公民館
パネルシアター
紙遊び

山の日

13 14 15 16 17 18 19

工作広場
10:00～正午
子育て支援センター

スライム・水遊び

パパの子育て
応援事業
10:00～正午

子育て支援センター

講演会
20 21 22 23 24 25 26

あそびの広場
ママ's合同
10:00～15:00
子育て支援センター

ママ'sマルシェ

おでかけ広場
10:00～正午
南公民館

水遊び

おでかけ広場
10:00～正午
みんなの家

昔あそび

27 28 29 30 31
いきいき
孫育て事業
10:00～11:30
子育て支援センター

健康体操

おでかけ広場
10:00～正午
やすらぎ荘

昔あそび

地域子育て支
援センター

☎８８－６６２
２・FAX８８

－６６４６

場所

臨床心理士による
子育て相談（要予約）
14日（月）午後１:00～３:00
子育て支援センター

「みんなの家」開放
開放日はみんなの家に掲示
午前10：00～午後３：00
子どもとあそんだりおしゃべりに
利用しましょう！

①生鮮食品は新鮮な物を購入
　消費期限などの表示をチェック。
　購入した肉・魚はそれぞれ分けて包み、
保冷剤（氷）と一緒に持ち帰りましょう。

②購入した食材はすぐ保存
　冷蔵庫（温度は10℃以下に維持）や冷
凍庫（-15℃以下に維持）の詰めすぎに注
意。めやすは、7割程度です。
　肉・魚は汁がもれないように包んで保存
しましょう。
　
③手も食材も、こまめに洗う（下準備）
　包丁、食器、まな板などの器具は使った
後すぐに、洗剤と流水でよく洗いましょ
う。渇いた清潔なタオルやふきんを用意し
ましょう。
　生肉や魚を切ったら洗って熱湯をかけて
おきましょう。
ゴミはこまめに捨てましょう。
　井戸水を使用している家庭では、水質に
注意しましょう。
　野菜もよく洗いましょう。
　冷凍食品の解凍は冷蔵庫の中や電子レン
ジで行いましょう。

④加熱はじゅうぶんに（調理）
　作業前に手を洗う。
　加熱して調理する食品は十分に加熱しま
しょう。（めやすは、中心部の温度が75度
で1分間以上）
　電子レンジの加熱は均等になるように。

⑤作り立てを食べる
　食事の前に手を洗う。
　清潔な手で、清潔な器具を使い、清潔な食
器に盛り付けましょう。
　温かく食べる料理は常に温かく（６５℃以
上）、冷やして食べる料理は常に冷たく（１
０℃以下）しておきましょう。

⑥後片付けも大切
　残った食品を扱う前にも手を洗う。
　手洗い後、清潔な器具、容器で保存しま
しょう。
　時間が経ち過ぎたり、ちょっとでも怪しい
と思ったら、思い切って捨てましょう。

＊牛や豚の生レバーだけでなく、生の肉や内臓
は、食中毒が発生する危険があります。
　お肉や内臓は、よく加熱して食べましょう。
特に、お子様やお年寄りなど抵抗力の弱い方は
ご注意ください。

　地域子育て支援センターで行っている「子育て相談」
何だか堅苦しそうに聞こえますが
そんなことありません。

　毎月第２月曜日（８月は14日）
臨床心理士の「みっちゃん先生」
こと三林真弓先生が相談に
乗ってくれます。

「思い過ごしかも知れないけどちょっと聴いてほしい」
「子どもは可愛いけど時々子育てがしんどい」
等々、誰かに話したらすっきりするかもしれませんよ。

　支援センターでは、臨床心理士、保健師、利用者支援
専門員がいます。日常的なことから専門的なことまでい
つでもお話しに来てください。

お知らせ

保健センター ☎88－6636

食中毒予防の三原則
食中毒菌を『付けない・増やさない・
やっつける』

寺西しのぶ先生
による人気のべ
ビーマッサージ
です

ママ'sさんと支援
センターのコラボ
イベント!
あそびに来てね

松本行紀先生
の体操で心身
ともスッキリ
しましょう

・あそびの広場
　１才半から就学までの親子

 ・おでかけ広場
　妊婦さんから就学までの親子及び

　子育て支援に関心のある方

授乳育児相談
10時～正午
子育て支援センター
（要予約）

助産師であり
ママでもある
番家モモ代先
生のお話です

気さくで優しい
みっちゃん先生
とおしゃべりし
ませんか♪♪

♪子育て相談日♪

暮らしの
情報

＝問合せ先　 ＝申込先

8月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

６ 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

講

座

戦
没
者
・
原
爆
死
没
者
の
慰

霊
と
世
界
恒
久
平
和
を
祈
念

し
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
ょ
う

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座「
後
期
」

食
の
介
護
予
防
講
座

「
健け
ん

幸こ
う

キ
ッ
チ
ン
」

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
体
力
向
上

ス
ポ
ー
ツ
講
演
会

お
知
ら
せ

ご
利
用
く
だ
さ
い

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
　

ロ
ビ
ー
自
習
コ
ー
ナ
ー

町
外
か
ら
ご
み
を
持
ち
込
ま

な
い
で
く
だ
さ
い

ペ
ッ
ト
の
餌
の
や
り
方
に
注

意

京
都
府
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進

員
養
成
講
座

　
健
康
づ
く
り
を
食
事
か
ら
考

え
る
講
座
。「
健
康
に
歳
を
重

ね
た
い
」、「
介
護
状
態
や
病
気

に
な
り
た
く
な
い
」
は
、
誰
も

が
思
う
こ
と
で
す
。
管
理
栄
養

士
や
食
改
さ
ん
と
一
緒
に
食
生

活
や
調
理
方
法
を
学
び
ま
し
ょ

う
。健
康
づ
く
り
は
食
事
か
ら
。

栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
減
塩
方
法
、

家
庭
で
実
践
で
き
る
調
理
法
を

伝
授
し
ま
す
。

対
象

　
住
民
で
、
高
齢
者
に
食

事
を
作
っ
て
い
る
家
族
の
方

高
齢
者
の
食
事
や
介
護
予
防
に

興
味
の
あ
る
方

定
員

　
先
着
15
名
（
３
回
す
べ

て
に
参
加
で
き
る
方
優
先
）

日
時

　
３
回
シ
リ
ー
ズ
で
実
施

①
９
月
８
日
（
金
）
②
９
月
22

日
（
金
）
③
10
月
６
日
（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

場
所

　
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室

内
容

　
①
介
護
予
防
は
食
事
か

ら
〜
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
学
ぼ
う

〜
②
今
日
の
食
事
に
も
う
一

品
！
野
菜
不
足
を
補
お
う
！
③

あ
な
た
の
お
家
は
こ
い
く
ち
？

う
す
く
ち
？
〜
減
塩
生
活
の
す

す
め
〜

町
の
管
理
栄
養
士
や
保
健
師
が

講
演
と
調
理
実
習
を
し
ま
す
。

参
加
費

　
１
講
座
２
０
０
円

（
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

タ
オ
ル

申
込
期
限

　
８
月
31
日
（
木
）

・

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
８
８
︲
３
７
１
９
）

　
京
都
大
学
・
同
志
社
大
学
非

常
勤
講
師
の
港
野 

恵
美
先
生

を
招
き
、
ロ
コ
ト
レ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
関
し
て
講
演
を
行
い
ま

す
。

日
時

　
９
月
２
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
正
午

場
所

　
住
民
体
育
館

対
象

　
ス
ポ
ー
ツ
・
学
校
指
導

者
、
お
子
さ
ん
の
「
運
動
」
能

力
向
上
に
関
心
の
あ
る
保
護

者
、
身
体
の
「
動
き
」
を
高
め

た
い
高
齢
者
な
ど
、
高
校
生
以

上
の
町
内
在
住
・
在
勤
者

内
容

　
講
演
と
運
動
実
践
指
導

（
予
定
）

定
員

　
先
着
30
名

申
込
方
法

　
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

ま
た
は
、
来
館

・

体
育
協
会
事
務
局
（
住

民
体
育
館
内
☎
８
８
︲
４
５
６

７
）

　
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
理
解
と

認
識
を
深
め
る
機
会
と
し
て
京

田
辺
市
で
開
催
さ
れ
る
「
手
話

教
室
・
後
期
」
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

対
象

　
「
手
話
教
室
・
前
期
」

受
講
修
了
者
ま
た
は
手
話
で
簡

単
な
日
常
会
話
が
で
き
る
方

（
18
歳
以
上
）

期
間

　
９
月
27
日
〜
平
成
30
年

２
月
14
日
の
毎
週
水
曜
日
（
た

だ
し
、
12
月
27
日
、
１
月
３
日

は
休
み
、
全
19
回
）
午
後
７
時

〜
９
時

定
員

　
30
名

会
場

　
京
田
辺
市
立
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
京
田
辺
市
興
戸
犬

伏
５
番
地
の
８
）

費
用

　
受
講
料
は
無
料
（
※
テ

キ
ス
ト
代
３
千
円
は
自
己
負

担
、
選
択
講
座
参
加
費
が
必
要

な
場
合
あ
り
）

申
込
方
法

　
往
復
は
が
き
に
①

京
田
辺
市
手
話
教
室
「
後
期
」

②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
③
住
所

④
年
齢
⑤
連
絡
先
（
電
話
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
）
⑥
手
話
学
習
や
活
動
経

験
⑦
返
信
面
に
申
込
者
宛
先
を

記
入
の
う
え
郵
送

申
込
期
限

　
９
月
20
日
（
水
）

必
着
（
※
受
講
希
望
者
が
定
員

を
超
え
た
場
合
は
調
整
あ
り
）

・

府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン

タ
ー

　
京
田
辺
市「
手
話
教
室
」

事
務
局
（
〒
６
１
０
︲
０
１
２

１
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番

64
・
☎
３
０
︲
９
０
０
０
・
ＦＡＸ
  

５
５
︲
７
７
０
８
）

対
象

　
①
府
内
（
京
都
市
を
除

く
）
に
住
所
地
が
あ
る
方
②
講

　
今
ま
で
培
っ
た
技
術
・
経
験

を
武
器
に
「
独
立
開
業
」
を
志

す
方
の
た
め
の
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。

目
的

　
創
業
・
独
立
開
業
に
か

か
る
知
識
と
技
術
の
習
得
及
び

独
立
開
業
を
志
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り

日
時

　
８
月
20
日
・
27
日
・
９

月
３
日
・
10
日
・
24
日
・
10
月

起
業
の
夢
を
実
現
し
ま
せ
ん
か

京
都
や
ま
し
ろ
創
業
塾

１
日
（
９
月
17
日
除
く
毎
週
日

曜
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

場
所

　
京
田
辺
市
商
工
会
館

受
講
料

　
６
千
円
（
全
６
回
分
）

・

山
城
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
８
︲

１
１
２
０
）

　
普
段
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど

で
自
由
に
利
用
頂
い
て
い
る
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
ロ
ビ
ー

の
一
画
を
8
月
16
日
（
水
）
〜

24
日
（
木
）（
22
日
（
火
）
除
く
）

の
期
間
中
、
午
前
9
時
〜
午
後

5
時
ま
で
自
習
専
用
の
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
開
放
し
ま
す
。
事
前

申
込
み
不
要
で
す
。
ど
な
た
で

も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

教
育
委
員
会
（
☎
８
８
︲
５

８
５
０
）

　
広
島
・
長
崎
に
原
爆
投
下
さ

れ
た
時
刻
、
終
戦
記
念
日
に
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し

　
家
庭
か
ら
出
る
粗
大
ご
み
は

燃
や
さ
な
い
ご
み
の
日
に
収
集

し
て
い
ま
す
。
本
町
で
は
、
処

分
費
用
が
必
要
な
い
こ
と
か

ら
、
有
料
に
な
っ
て
い
る
他
の

自
治
体
か
ら
持
ち
込
ん
で
い
る

事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　
別
の
自
治
体
の
ご
み
を
持
ち

込
む
と
、
本
来
そ
の
処
分
費
を

負
担
す
べ
き
者
に
か
わ
っ
て
町

（
住
民
）
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
町
外
か
ら
ご
み
を

持
ち
込
む
こ
と
は
絶
対
に
し
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　
セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
は
小
型
の

ク
モ
で
、
全
体
が
黒
く
背
中
に

赤
い
も
よ
う
が
あ
り
ま
す
。
特

定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
、
毒

を
持
っ
て
い
ま
す
が
さ
わ
ら
な

け
れ
ば
か
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
も
し
自
宅
の
周
辺
な
ど
で
見

つ
け
た
場
合
は
、
殺
虫
剤
で
駆

除
し
て
く
だ
さ
い
。

建
設
環
境
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
９
）

セ
ア
カ
ゴ
ケ
グ
モ
を

見
つ
け
た
ら

　
外
で
犬
な
ど
を
飼
育
し
て
い

る
場
合
、
食
べ
残
し
た
餌
を
片

付
け
な
い
と
、
ア
ラ
イ
グ
マ
な

ど
の
野
生
動
物
や
野
良
猫
が
食

べ
に
来
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
意
図
的
に
野
生
動
物

や
野
良
猫
に
餌
付
は
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

建
設
環
境
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
９
）

　

ご協力
ありがとう
ございました

日本赤十字活動資金
　５月から皆さんにご協力いた
だきました日赤宇治田原町分区
の活動資金の総額は、

になりました。
982,351　円

　ご協力いただいた活動資金
は、災害救護や国際救援の活動
をはじめ、本町の災害対策の備
品購入に活用させていただきま
す。
福祉課☎88－6635

建
設
環
境
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
９
）

座
の
全
課
程
（
７
日
間
）
を
受

講
で
き
る
方
③
講
座
終
了
後
、

京
都
府
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
員

と
し
て
京
都
府
内
（
京
都
市
を

除
く
）
で
活
動
で
き
る
方

日
時

　
９
月
12
日
（
火
）
〜
12

月
５
日
（
火
）
ま
で
計
７
回

申
込
期
限

　
８
月
18
日
（
金
）

場
所

　
京
都
府
精
神
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
（
伏
見
区
竹
田

流
池
町
１
２
０
番
地
）

費
用

　
無
料
（
た
だ
し
、
交
通

費
等
は
自
己
負
担
）

申
込
方
法

　
申
込
書
に
記
入
の

う
え
、
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分

室
に
提
出
（
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
）・

〒
６
１
０
︲
０
３
３
１

京
田
辺
市
田
辺
明
田
１
☎
６
３

︲
５
７
３
４
・
ＦＡＸ
  ６
２
︲
６
４

１
６

て
も
、
ご
家
庭
や
職
場
で
黙
と

う
を
捧
げ
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

︻
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
日
時
︼

○
広
島
＝
８
月
６
日
午
前
８
時

15
分

○
長
崎
＝
８
月
９
日
午
前
11
時

２
分

︻
終
戦
記
念
日
︼
＝
８
月
15
日

正
午・

非
核
平
和
都
市
推
進
協

議
会
事
務
局
（
総
務
課
内
☎
８

８
︲
６
６
３
１
）



お知らせ

↑

お問合せはお近くのJA窓口又は渉外担当者へ

宇治田原町支店（0774）88－2034

鳥
獣
被
害
防
止
の
た
め
に
設
置

し
た
電
気
柵
の
適
切
な
管
理
を

下
水
道
・
町
設
置
浄
化
槽
の
使

用
人
数
に
変
更
あ
れ
ば
届
出
を

町立図書館　☎88－5852

休館日
　１・８・15・22・29日（火曜日）
　14日（月・振替休館）
　31日（木・館内整理日）

おはなし会
　①12日（土）11：00～
　②26日（土）11：00～

「絵本のじかん」交流会
　31日（木）10：00～

今月の予定

父
と
息
子
の

フ
ィ
ル
ム
・
ク
ラ
ブ

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ギ
ル
モ
ア
著

　
学
校
に
行
き
た
く
な

い
、
と
い
う
息
子
に
父
親

が
返
し
た
答
え
は
「
わ

か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
に

毎
週
、映
画
を
３
本
観
て
、

感
想
を
話
し
合
お
う
」。

　
そ
う
し
て
始
ま
っ
た
、

親
子
の
フ
ィ
ル
ム
・
ク
ラ

ブ
は
３
年
間
続
き
ま
す
。

　
い
っ
し
ょ
に
観
る
映
画

か
ら
、
恋
を
、
友
情
を
、

人
生
を
、
そ
し
て
困
難
に

立
ち
向
か
う
勇
気
を
学
ん

で
い
く
２
人
。

　
あ
な
た
の
人
生
も
豊
か

に
し
て
く
れ
る
映
画
、
こ

の
本
で
見
つ
か
り
ま
す
。

夏休み工作教室
　「カプセルむらのどんぐり君」

～カプセルで
　どんぐりむらの仲間達を作ろう～

日　時　8月10日㊍　午前10時～
会　場　総合文化センター
　　　　研修室２
定　員　２０名
対　象　幼児・小学生
　　　　幼児は保護者同伴
申込み　来館または電話

う
ど
ん 

対 

ラ
ー
メ
ン

田
中
　
六
大
　
作
・
絵

　
う
ど
ん
の
家
に
届
い
た

ラ
ー
メ
ン
か
ら
の
て
が
み
。

　
そ
れ
は
う
ど
ん
と
ラ
ー

メ
ン
、
ど
ち
ら
が
お
い
し

い
の
か
を
決
め
る
た
め
の

挑
戦
状
だ
っ
た
。

　
挑
戦
を
受
け
て
立
っ
た

う
ど
ん
と
ラ
ー
メ
ン
の
戦

い
。
お
互
い
に
持
て
る
技

を
尽
く
し
た
先
の
決
着

は
・
・
・
。
　

　
え
っ
？
最
後
に
勝
っ
た

の
は
、
〇
〇
〇
〇
〇
〇
？

　
答
え
は
絵
本
で
ご
ら
ん

く
だ
さ
い
。

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

文
化
祭
２
０
１
７

作
品
出
展
者
・
出
演
者
募
集

　
電
気
柵
を
使
用
さ
れ
て
い
る

方
は
、
定
期
的
な
安
全
点
検
を

お
願
い
し
ま
す
。

安
全
点
検
の
内
容

１
　
電
気
柵
を
設
置
し
て
い
る

場
合
は
、
必
ず
「
危
険
で
あ
る

こ
と
」
を
人
が
見
や
す
い
場
所

や
子
ど
も
に
も
分
か
り
や
す
い

表
現
で
、
適
当
な
間
隔
を
開
け

て
、
表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

２
　
電
気
柵
の
電
気
供
給
は
、

電
気
柵
用
電
源
装
置
（
電
気
柵

用
パ
ル
ス
発
生
装
置
）
か
ら
受

け
て
く
だ
さ
い
。

３
　
電
気
柵
用
電
源
装
置
（
電

気
柵
用
パ
ル
ス
発
生
装
置
）
の

電
源
を
家
庭
用
の
百
ボ
ル
ト
電

源
か
ら
使
用
さ
れ
る
場
合
は
、

漏
電
遮
断
器
を
設
置
し
て
く
だ

さ
い
。

　
事
故
防
止
の
た
め
に
電
気
柵

に
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
子
ど
も
達
に
も
電
気

柵
に
近
づ
い
た
り
、
触
っ
た
り

し
な
い
よ
う
に
注
意
啓
発
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
電
気
柵
に
草
が
触
れ
る
と
、

漏
電
し
、
動
物
に
対
す
る
十
分

な
効
果
が
発
揮
で
き
な
く
な
り

ま
す
。
定
期
的
に
草
刈
を
し
、

電
圧
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
落
ち
枝
等
で
破
損
し
て
い

な
い
か
も
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

地
形
に
よ
っ
て
は
、
電
流
が
流

れ
て
い
て
も
地
際
か
ら
侵
入
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

産
業
観
光
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
８
）

　
公
共
下
水
道
や
町
設
置
浄
化

槽
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
使

用
人
数
に
変
更
が
あ
れ
ば
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

　
水
道
水
以
外
の
井
戸
水
な
ど

を
使
用
し
て
い
る
方
は
、
料
金

が
使
用
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り

ま
す
。

上
下
水
道
課
（
☎
８
８
︲
３

３
３
７
）

募

集

　
文
化
協
会
で
は
、
10
月
に
開

催
す
る
文
化
祭
の
作
品
出
展

者
・
出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

※ 

リ
ハ
ー
サ
ル
や
打
合
せ
会
議

に
参
加
で
き
る
個
人
・
団
体

（
の
ど
自
慢
は
定
員
30
名
）

申
込
期
限
　
８
月
18
日
（
金
）

申
込
方
法
　
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
提
出

展
示
・
発
表
日
程
︵
10
月
︶

▼
作
品
展
示

・
書
道
、
絵
画
、
陶
芸
、
生
け

花
等
の
展
示
＝
27
日
（
金
）

〜
29
日
（
日
）

▼
舞
台
発
表
・
コ
ン
サ
ー
ト

・
吹
奏
楽
、
コ
ー
ラ
ス
等
の
コ

ン
サ
ー
ト
＝
28
日
（
土
）
午

後
１
時
〜

・
舞
踊
、
ダ
ン
ス
等
の
舞
台
発

表
＝
29
日（
日
）午
後
１
時
〜

第
51
回
町
民
体
育
大
会

ポ
ス
タ
ー
募
集

対
象
　
町
内
在
住
の
小
中
学
生

規
格
　
四
つ
切
り
画
用
紙

条
件
　
図
案
に
は
①
第
51
回
町

民
体
育
大
会
②
期
日
＝
平
成
29

年
10
月
１
日
（
日
）
③
場
所
＝

宇
治
田
原
町
住
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
３
点
を
入
れ
る
。
作
品
の
裏

面
に
、
学
校
名
、
学
年
・
ク
ラ

ス
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）を
明
記

申
込
期
限
　
９
月
１
日
（
金
）

備
考
　
入
賞
者
に
は
賞
状
と
副

賞
・

体
育
協
会
事
務
局
（
住

民
体
育
館
内
☎
８
８
︲
４
５
６

７
）

　本町では、住民参加のまちづくりと信頼される町政をめざし
て、「情報公開制度」「個人情報保護制度」を設けています。平
成28年度における状況は次のとおりです。
　今後も、制度の利用に関わらず、多くの情報を提供するとと
もに住民のみなさんの個人情報の適正保護に努めていきます。
・情報公開制度は、町が保有する公文書の開示等の手続を定め
た制度です。
・個人情報保護制度は、住民の個人情報を保護するため、個人
情報の取扱いに関するルールや自己に関する個人情報の開示等
の手続を定めた制度です。

企画財政課　☎88－6632

情報公開制度実施状況

件数
処理状況

開示 部分開示 非開示
開示請求 15 12 3 0
開示申出 1 1 0 0

　「開示申出」とは、請求権者（本町住民等）以外の者から
の開示申出を言います。

個人情報保護制度実施状況
①個人情報取扱事務の件数（平成29年３月31日現在）

実施機関名 件数
町長（水道事業管理者としての町長を含む） 307
教育委員会 73
選挙管理委員会 9
監査委員 1
公平委員会 1
農業委員会 4
固定資産評価審査委員会 2
議会 12
計 409

②個人情報開示請求の状況

件数
処理状況

開示 部分開示 非開示
開示請求 1 1 0 0

※個人情報の訂正、利用停止等の請求はありませんでした。

平成28年度
　情報公開制度及び個人情報

保護制度の実施状況　

↓第
４
回
「
宇
治
田
原
ふ
る
さ

と
文
化
賞
」
作
品
募
集

Ujitawara  Town  Topics 

　恒例のボウリング大会が、荒木・高尾区体育振興会の主
催で開催され、小学4年生から80歳を越えた高齢者までの
約20名が、世代を超えての交流を深めながら、ボウリング
を楽しみました。ボウリングが大流行した若かりし頃を懐
かしみながらの楽しいひとときでした。

　小さい頃から防火・防災に対する知識を身に着けるため、
小学校５・６年生で構成するキッズ防火隊の今年度の立ち
上げ式が荒木公会堂で開催されました。
　区長から隊員証が渡され、防火隊全員が力強く宣誓を行
いました。
　そのあと、町役場、消防分署、消防団と区の役員が、防
災学習会を開き、地域の防災に関して活発に意見が交わさ
れました。

　立川袋谷の休耕田でヒマワリ・コスモス・百日草が咲き
出しました。このほか総合文化センター近くの休耕田では

９月から、また今年新たに取り
組まれた郷之口の休耕田では８
月から11月頃までが見頃となり
ます。

荒木区民ボウリング大会開催

「キッズ防火隊」立ち上げ式

休耕田の花が見頃
ご自由にお摘みください

6／25

6／25

7／12

相

談

今月のレシピ「なすと三度豆のわさびマヨ和え」

（１人分）　エネルギー  66kcal　蛋白質  1.1g　脂質  4.7g
　　　　　カルシウム  16mg　塩分 0.4g

 今月の食改さん

清水　千秋さん
 第 4 班（岩山）

　わさびがピリッと
きいていて夏場のお
かずにぴったりです。
冷蔵庫で冷やして食
べても美味しいです
よ。

作り方

①	なすはヘタをとり、縦半分に切り５mm
幅のいちょう切り、三度豆は３cmの斜め
に切る。

②	電子レンジ（500ｗ）になすは２分、三
度豆は１分加熱する。（固さにより再加
熱する）

③	なめ茸、マヨネーズ、練りわさびを混ぜ
合わせて、②と和える。

なすの皮にはポリフェノールのナスニンを含みます。
強い抗酸化力があり、高血圧や糖尿病を予防すると言われて
います。

材　料

なす　…………　２個（200g）
三度豆　……………　10本　

なめ茸　……………　大さじ２
マヨネーズ　………　大さじ２
練りわさび　……　小さじ1/2

（4人分）

食改の窓　No.197

　
俳
句
を
と
お
し
て
、
ま
ち
の

こ
と
を
再
認
識
・
再
発
見
。
五
・

七
・
五
の
リ
ズ
ム
に
の
せ
た「
私

た
ち
の
宇
治
田
原
」
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
テ
ー
マ
　
私
た
ち
の
宇
治

田
原

対
象
　
町
内
在
住
の
小
・
中
学

生部
門
　
小
学
生
の
部
、
中
学
生

の
部
の
２
部
門
（
一
人
２
句
以

内
）

応
募
方
法
　
所
定
の
投
句
用
紙

に
作
品
を
縦
書
し
、
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
明
記

し
、
学
校
を
通
じ
て
応
募

町
立
学
校
以
外
の
方
は
、
Ｅ

メ
ー
ル
や
持
参
で
の
応
募
可

応
募
締
切
　
９
月
29
日
（
金
）

入
賞
発
表
　
11
月
２
日
（
木
）

町
Ｈ
Ｐ
で
発
表
（
入
賞
者
へ
は

通
知
）

入
賞
数
　
最
優
秀
賞
１
句
、
優

秀
賞
１
句
、
佳
作
３
句

備
考
　
応
募
作
品
の
権
利
は
主

催
者
に
帰
属
。
自
作
で
未
発
表

の
作
品
に
限
る
。
選
考
に
関
す

る
問
合
せ
不
可

・

社
会
教
育
課
（
☎
８
８

︲
５
８
５
０
・E-m

ail : boe@
tow

n.ujitaw
ara.lg.jp

）

･ 総務課☎88－6631

宇治田原の今を伝える情報紙

「町民の窓」

有料広告を
募集します

・
の
ど
自
慢
＝
25
日
（
水
）
午

後
６
時
〜

・

社
会
教
育
課
（
☎
８
８

︲
５
８
５
０
）

自
衛
官
募
集

日
時
　
〈
整
形
外
科
〉
８
月
２
・

９
・
16
・
23
・
30
日
（
水
）
午

後
２
時
〜
４
時
（
要
予
約
）

場
所
　
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
城
陽
相
談
室
（
城
陽
市
中

芦
原
）

内
容
　
補
装
具
、
リ
ハ
ビ
リ
、

施
設
利
用
に
関
す
る
相
談
な
ど

・

福
祉
課
（
☎
８
８
︲
６

６
３
５
・
ＦＡＸ
８
８
︲
３
２
３
１
）

身
体
障
が
い
者
相
談

募
集
種
目
と
資
格

① 

防
衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
）

＝
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未

満
。
学
校
長
の
推
薦
必
要

② 

防
衛
大
学
校
学
生
（
総
合
選

抜
）
＝
高
卒
（
見
込
含
）
21

歳
未
満
（
自
衛
官
は
23
歳
未

満
）

③ 

防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
前

期
）
＝
高
卒
（
見
込
含
）
21

歳
未
満
（
自
衛
官
は
23
歳
未

満
）

④ 

防
衛
大
学
校
学
生
（
一
般
後

期
）
＝
高
卒
（
見
込
含
）
21

歳
未
満
（
自
衛
官
は
23
歳
未

満
）

⑤ 

防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科
学

生
＝
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳

未
満

⑥
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科

学
生（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）

＝
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

受
付
期
間
　
①
②
＝
９
月
５
日

（
火
）
〜
７
日
（
木
）
③
⑤
⑥

＝
９
月
５
日（
火
）〜
29
日（
金
）

④
＝
平
成
30
年
１
月
20
日（
土
）

〜
26
日
（
金
）

・

宇
治
地
域
事
務
所
（
☎

４
４
︲
７
１
３
９
）

く
ら
し
、
し
ご
と
、
お
金
の

こ
と
一
人
で
悩
ま
ず
お
電
話

　
さ
ま
ざ
ま
な
ご
家
庭
の
問
題

に
つ
い
て
、専
門
の
相
談
員
が
、

あ
な
た
の
困
り
ご
と
を
お
聞
き

し
、
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
、

生
活
の
立
て
直
し
に
向
け
て
継

続
的
に
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
相
談
は
自
宅
、
役

場
等
で
も
で
き
ま
す
。

対
象
　
町
内
在
住
者

日
時
　
平
日
の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時

・

山
城
北
保
健
所
綴
喜
分

室
（
☎
６
３
︲
５
７
４
５
）

〈広報モニター（荒木）谷口茂弘さん〉

〈広報モニター（荒木）谷口茂弘さん〉



【町の位置】北緯34度51分東経135度51分海抜118メートル（役場）【町の面積】58.16平方キロメートル

くとうてん

　７月21日・22日に平和体験
学習の一環で町内の小・中学
生とともに広島に行ってきま
した。
　私が小学生の時に、“実際
に戦争を体験したおじいちゃ
んおばあちゃんに戦争ってど
んなんやったの？”と尋ねる
宿題がありました。
　今年で終戦後72年が経過し
ようとしています。戦争を体
験したことの無い世代が多く
を占めてきている中、次の世
代に平和の尊さを伝えるのは
私たちの使命です。　（Ｈ）

　　　　　▶元気のヒケツ（80歳以上）　「写真」に、「氏名（ふりがな）」、「年齢」、「元気の秘訣（50文字以内）」、「電話番号」を添えて、郵便かＥメール。ご希望があれば、広
報担当者が写真撮影に伺います。▶わが家のアイドル（乳幼児）　写真と、子どもの「氏名（ふりがな）」・「年齢（〇歳〇か月）」、「メッセージ（25字以内）」をお送りください。
■ 投稿先　総務課広報 ☎88－6631　〒610－0289（住所記入不要）　Ｅメール info@town.ujitawara.lg.jp

投稿募集中

繁本　陽
は る き

輝ちゃん （6歳）（左）

繁本　朝
あ さ ひ

陽ちゃん （3歳）（中）

越智　花
か の ん

音ちゃん （2歳）（右）古川 瑛
え い と

都ちゃん （１歳0ヶ月） 小野　愛
あ い り

莉ちゃん （１歳6ヶ月）

お泊まり会‼
みんなで寝るの楽しいね♡

1歳のお誕生日おめでとう☆えいと
君の笑顔大好きだよ !

大好きな滑り台でテンションMAX♪
元気いっぱい大きくなってね♡

　
山
本
大
臣
は
、
７
月
２
日

（
日
）
に
、「
日
本
緑
茶
発
祥

の
地
」
で
あ
る
本
町
の
茶
関
連

施
設
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　
築
１
０
０
年
の
製
茶
小
屋
を

改
修
し
た
農
家
民
宿
「
Ｍ
Ａ
Ｒ

Ｕ+

Ｊ
Ｙ
Ｕ
」（
マ
ル
ジ
ュ
ウ
・

岩
山
区
）
で
食
事
を
し
な
が
ら

本
町
の
参
加
者
と
意
見
を
交
換

さ
れ
、
そ
の
後
、
西
ノ
山
集
団

茶
園
、
茶
工
場
碾
茶
う
じ
た
わ

ら
で
は
、
生
産
者
の
説
明
を
受

け
な
が
ら
、
茶
の
生
産
現
場
や

製
造
工
程
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
地
元
湯
屋
谷
区
の

皆
さ
ん
が
歓
迎
す
る
中
、
永
谷

宗
円
生
家
を
訪
れ
茶
香
服
を
楽

し
ま
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
満
員
の
文
化
セ
ン

タ
ー
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル
に
来
場

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
朝
晩
に
煎

茶
を
必
ず
飲
む
と
い
う
自
身
の

「
お
茶
好
き
」
を
紹
介
。

　
茶
業
関
係
者
を
は
じ
め
、
本

町
の
み
な
さ
ん
へ
、「
高
品
質

の
宇
治
田
原
茶
を
世
界
ブ
ラ
ン

ド
に
」
と
励
ま
し
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
田
村
長
官
は
「
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｕ+
Ｊ
Ｙ
Ｕ
」
で
宿
泊
さ

れ
た
翌
朝
に
、
永
谷
宗
円
生
家

を
視
察
。

　
日
本
遺
産
認
定
の
歴
史
的
施

設
を
活
用
し
た
観
光
振
興
に
、

期
待
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

山
本
有
二
農
林
水
産
大
臣
・
田
村
明
比
古
観
光
庁
長
官

『
日
本
緑
茶
発
祥
』
の
地
を
視
察

①
〜
⑤
町
内
を
視
察
す
る
山
本
大
臣
⑥
宗

円
生
家
を
訪
れ
る
田
村
長
官

　九州北部地方などでは断続的な大雨
により大きな被害が出ました。
　この災害で被災された方を支援する
ため、町では町社会福祉協議会と連携
し、義援金を受け付けています。
　寄せられた義援金は日本赤十字社を
通じて被災地に届けられます。
　また、平成28年度熊本地震災害義
援金等も継続して受け付けています。
　ご支援・ご協力をよろしくお願いし
ます。
募金箱設置場所
役場、総合文化センター、やすらぎ荘
総務課☎８８－６６３１
　社会福祉協議会☎８８－３２９４

　
８
代
目
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国

語
指
導
助
手
）、
マ
デ
リ
ン
・

レ
イ
・
パ
リ
ッ
シ
ュ
先
生
が

３
年
の
任
期
を
終
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
７
月
４
日
（
火
）、
マ
デ

リ
ン
先
生
の
送
別
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
、
西
谷
町
長

は
３
年
間
の
活
動
に
対
す
る

お
礼
と
と
も
に
、「
宇
治
田

原
で
目
に
し
た
風
景
、
感
じ

ら
れ
た
人
の
温
か
さ
を
い
つ

ま
で
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
」と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

増
田
教
育
長
は
、「
本
町
で

経
験
さ
れ
た
こ
と
を
本
国
に

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
、
こ

れ
か
ら
の
人
生
に
大
い
に
活

か
し
て
」
と
惜
別
の
エ
ー
ル

を
贈
り
ま
し
た
。

　
児
童
生
徒
を
代
表
し
て
、

維
孝
館
中
学
校
３
年
生
の
上

辻
歩
美
さ
ん
が
「
親
身
に
英

語
を
教
え
て
く
れ
て
あ
り
が

と
う
。
マ
デ
リ
ン
先
生
と
過

ご
し
た
素
晴
ら
し
い
時
間
を

決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
」
と
英

語
で
ス
ピ
ー
チ
を
し
ま
し
た
。

　
マ
デ
リ
ン
先
生
は
、「
親

切
に
対
応
し
て
く
れ
た
町
の

皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
。
ま

た
、
あ
る
中
学
生
徒
が
勇
気

を
持
っ
て
自
分
に
英
語
で
話

し
か
け
て
、
そ
の
体
験
を
う

れ
し
そ
う
に
友
達
に
話
し
て

い
る
光
景
を
目
の
当
た
り
に

で
き
た
こ
と
が
素
晴
ら
し
い

思
い
出
だ
っ
た
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
西
谷
町
長
か
ら

友
好
親
善
大
使
の
任
命
書
が

手
渡
さ
れ
、
田
原
・
宇
治
田

原
両
小
学
校
の
６
年
生
、
西

出
菜
実
さ
ん
と
春
田
奈
緒
さ

ん
が
花
束
を
贈
り
ま
し
た
。

マ
デ
リ
ン
先
生
あ
り
が
と
う

平成29年7月5日からの
大雨災害義援金

④⑤

①

③

⑥

②


